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（協議経過） 

１ 障がい福祉センター所長挨拶 

○佐々木事務局員 

みなさんこんにちは。時間になりましたの

で、ただいまより第２回相談支援部会を始め

させていただきます。議事に入る前に障がい

福祉センター山本所長からご挨拶させていた

だきます。 

 

○山本所長 

皆様こんにちは。障がい福祉センター所長、

山本でございます。一昨日あたりまでは本当

に暑い日が続いておりました。昨日・今日は

雨が急に降りだすなど、ちょっと不安定な状

況になりましたので、また違う意味で体調管

理が必要かと思います。皆様方も充分お気を

つけいただけたらと思います。この相談支援

部会は障がい者の方、またご家族の方等が、

地域で安全で、そして安心して生活していた

だけるために、様々な議論をしていただくわ

けですが、前回も地域にあります医療機関、

資源、また施設とかそういった情報をどのよ

うにお伝えしていくかという点で協議してい

ただきました。本日はグループワークも含め

て、また議論していただきたいと思いますの

で、最後までよろしくお願いしたいと思いま

す。 

それからこの場をお借りしまして、今日の

テーマとは全く別で恐縮なんですが、足立区

の方から周知してほしいことを２点ばかり、

共有させていただきます。１点目は刑法犯認

知件数についてです。警察に被害届とか出し

た場合の数字が公表されておりますが、足立

区は以前ずっと２３区で一番多くて、その後

努力して下の方から何位ぐらいに上がってき

たんですが、また最近増えてきております。

特に多いのが、これも繰り返しお伝えしてお

りますが、自転車の鍵かけ忘れです。ご自分

の家であっても、またお店の前に短時間であ

っても、鍵をかけ忘れると持っていかれてし

まいまして、それが被害届ということで刑法

犯認知件数の積み上げにつながってしまうと

いう傾向がまた最近ありますので、お知り合

いの方も含めてお伝えしていただければと思

います。 

２点目はまだまだ台風シーズンであると思

いますけれども、８月も９月の上旬も、いく

つか台風が近づいてきています。最近は線状

降水帯と言って、長時間また逆にいつどこで

起きるか分からないような、台風の本体はこ

のような進路で来るっていうのは分かります

けれども、線状降水帯はいつ何時起きるかわ

からないというような難しいところがありま

す。最近ですと十三中とか、花畑第一小とか

に避難所を前もって設定しました。結果的に

は、足立区内は水害等はなく千葉県、茨城県

の方では被害があったと伺っております。避

難者ゼロで済みましたけども、ここはいつ何

時から避難ができますという情報を前もって

お知らせすることがなかなか難しいです。今

のところはＬＩＮＥとかＡメールとかでお知

らせしていますけれども、台風が近づいてき

たなという場合は、そういう情報にちょっと

アンテナを張っていただけると助かります。

以上でございます。本日もどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

○佐々木事務局員 

ありがとうございました。それでは本日の

議事に入る前に、今日配布した資料を確認し

ます。 

 

～配布資料の確認～ 

 

様式第２号（第３条関係） 
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今日議論していただいた内容を、議事録と

して起こす際に正確に起こしたいということ

で、今日もＩＣレコーダーを使っての録音を

させていただきます。ご発言の前に名前を、

それからできれば少しゆっくりめにお話をし

ていただけると助かります。よろしくお願い

いたします。 

それでは議事の方に移りますので、ここか

らは森部会長よろしくお願いいたします。 

 

２ 議事 

○森部会長 

はい、改めまして、よろしくお願いいたし

ます。今日はですね、前回の会議でお話をさ

せていただいた事業所マップ、今プロジェク

ターに映してくださっているものと、あとは

足立区の相談先一覧というものについて、実

際にどんなふうに動くのかっていうところを

体感していただくためにグループワークによ

り皆さんの意見を出し合っていただきます。

改善点とかいいねとかっていうのを出し合っ

ていけたらなと思っております。なので、１

つ１つ事務局のほうから説明をしていただき

ながら、ちょっと使い方とか講義じゃないで

すけど、説明していただきながら、実際に皆

さんの席の後ろに三か所で分かれるようにパ

ソコンが置いてありますので、使っていただ

けたらと思います。で後半のほうですね。そ

のグループワークというか、皆さんで出して

いただいた意見を発表していただいて、全体

で共有ができたらと思います。なので事務局

の方から説明をお願いしてもいいですか？ 

 

○佐々木事務局員 

はい。それでは座って失礼いたします。前

回もこの地図に関しては紹介させていただい

たところです。前回はですね、まだこちらの

ほうも不慣れで、きちんとした情報を上手に

出せないということがありました。その後、

ほぼ正確な位置で情報をお出しするというこ

とができるようになりましたので、改めてこ

のマップを使って地域の状況を把握する作業

をしたいというふうに思っております。今日

は、先ほど部会長の方からも話がありました

けれども、３グループに分かれていただいて、

実際にこの地図を触っていただいてどういう

ふうになってるのかを体験いただき、どうい

うふうにするともっと良くなるかを意見交換

していただきます。あとは、地域の資源の広

がりを見ていただいた時に、この辺には情報、

事業所が少ないとか多いとかが、わかってく

ると思いますので、まあそういったようなと

ころで地域の課題を掴まえるというところも

意見交換ができるといいかなと思っています。

それで、グループの方ですけれども、後ろに

振り向くとパソコンがあります。３人１組に

なってます。椅子を置いていないので大変恐

縮なんですけれども、ご自身の座っていらっ

しゃる椅子をでそのまま動かしていただいて、

お一人ずつ確認というか、操作をしていただ

いて、話し合いをしていただきたいと思いま

す。 

 

～プロジェクターを通して操作説明～ 

 

事務局も今日は何人か来てますので、もし

分からないことがあれば、直接お伝えいたし

ますので、まずはやってみようというところ

で始めていきたいなと思っています。できた

ら、私はそれぞれの事業所の位置を正確に落

としたと言いましたが、本当かなというご意

見もあるかと思いますので、そのあたりも含

めてですね、見ていただけたらと思っていま

す。３０分ぐらい、皆さんでやって見ていた

だいて意見交換をして、それでまた全体での

意見をというような形にさせていただきたい
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と思っていますので、よろしくお願いいたし

ます。以上です。 

 

○森部会長 

はい、それでは皆さん後ろを向いていただ

くと、立ち上がった状態のパソコンを用意し

ていただけているので、実際に使ってみてい

ただけたらと思います。それでは２時４２分

までお願いします。 

 

 ～グループに分かれて操作体験～ 

 

○森部会長 

 はい。すいません。予定していた時間を過

ぎてしまいましたが、このあともう１回お話

していただく時間を取りますので１回戻って

いただいてよろしいでしょうか。 

はい、それでは今、皆さん直接触っていた

だきましたので、それぞれのグループからど

んな感想が聞かれたのかを教えていただきた

いと思いますが。 

これ真ん中に座ってる人がリーダーとか、

そういうの関係ないですよね。じゃあこちら

側のグループから順番にどなたかコメントを

いただけますでしょうか。 

 

○小杉委員 

はい。マップ作成ありがとうございました。

見させていただきまして、まず最初に足立区

の強みとしてはこれだけたくさんの事業所が

あるんだなというふうに、今一度再認識させ

ていただきました。使用した感触としまして

は、たくさんのマップがあるんですけれども、

マップを開く時にタイトルがちょっと分かり

づらかったりして、どのマップにどのカテゴ

リーの事業所が入ってるのかちょっと見えづ

らかったりしたので、その点は改善できそう

なのではないかなというふうに感じました。

あとは、そのカテゴリーの分け方が事業所の

種別だったんですけれども。実際に探す時は

障がいの種別などもカテゴリーとしては重要

になってくるので、今回は事業所の種別でマ

ップを作っていただきましたけれども、障が

いの種別でのマップなんかも作れたらより使

いやすくなるんではなかろうかなんていうふ

うに思いました。あとは、例えば居宅の事業

所さんですとか訪問系のものになりますと、

事業所がどこにあるかっていうのもある程度

目安ではあるかと思うんですけれども、実際

の訪問のエリアはどこまで対応してくださる

のかというのは、これはちょっとマップで見

るものなのかどうかわからないんですけれど

も、その辺がなんらかの形で情報が得られる

といいのかな。まあ、例えばその対象者がど

ういう方を対象にしてますとかそういう情報

が何らかの形で得られるといいんじゃなかろ

うかなというふうに思います。こういったマ

ップを作ると課題になってくるのが、やはり

こうタイムリーな情報更新みたいなところが

非常に重要になってくると思いまして、これ

はどの資源マップ作られている自治体さんか

らのお話を聞いても難しさを感じる部分でし

て、もしこういったマップを活用するのであ

れば、その辺の課題をどうクリア、人的資源

を増やして行くのか、その何か今後そういう

ＡＩ的なものがあったとして改善されるのか

ちょっとわかりませんけれども、こういうも

のの対策が必要になってくるのではないかと

思いました。あとは個人的になんですけれど

も、少ないなと思われるようなサービスの種

別もありまして、短期入所ですとか、入所施

設なんていうは本当に限られた数しかなくて、

実際にこの数で足りてるのかどうかなってい

うのはまたちょっと疑問な部分もあるので、

不足している事業所なんかも、おそらくマッ

プ作成された方が一番ご苦労された部分だと
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思うんですけど、作成のプロセスの部分で、

その地域の課題というのが見えて来た部分が

あったと思いますので、作成された方々のご

意見なども少し聞かせていただけるとありが

たいなというふうに思いました。 

 

〇森部会長 

 次のグループお願いします。 

 

〇谷内委員 

こちらのグループではまずパソコンの操作

の部分で機器の使い方に慣れている方がいら

っしゃらないとそもそも動かすのが難しいか

なというところが挙げられますかね。タブレ

ットであったり、スマホであるというふうに、

ちょっと細かすぎて見えづらいという課題が

あると思いますけれども、ただ、そこの機器

の使い方にまず慣れていかないといけないと

いう部分と、あとはそこが難しくなっている

方はサポートできる方がそばにいらっしゃる

ことが前提になるかなと。このツールを活用

する第一の関門かなとの話が出ています。あ

とは資源マップを見ると視覚的に散らばりを

捉えられるんだってことはやっぱり有効で、

ご自宅のそばだったりとか、現在使っている

サービスがちゃんとパソコンに載っている。

将来的に予想されることに対して、サービス

提供できるかどうかというところを検索でき

るところは有効という話がありました。 

ライフステージに従って使えるサービスと

かも変わっていくにあたって、区内のサービ

スに通ってらっしゃる方もいれば、また居住

に伴って区内に戻ってくるとか、そういった

ときになると区内の情報だったり、区外の情

報もやっぱりちょっと同時に共有して行く必

要があるというところで、まあこういった社

会資源マップにより広がりを持たせることが

できれば、より有効ではないかという話が出

ています。 

あとはそうですね。それぞれの福祉サービ

スの事業所をクリックしていって、最終的に

ホームページ等もあれば、もちろんそこはよ

り具体的に知ることができると思うんですけ

れども、やっぱり無いところもあったりする

と、そもそもサービスの質であるとかサービ

スを提供できるのかというところを、やっぱ

り個別に問い合わせることでしか把握するこ

とができないところがまだまだ難しいと個人

的には感じたところではあります。あとは個

人的にはやっぱり相談支援事業所としては、

こういった一覧ができるっていうところはと

ても待ち望んでいたことでもありますし、こ

れだけ私自身が認識したものよりもずっと数

が区内にはあるんだなと改めて発見すること

ができたので、これ自体がとても相談支援事

業所の質を高めるというかマンパワーを助け

ることであるかなと思いますので、これを活

用することで、広めていくことで、今現在つ

ながっている方もそうですけれども、まだつ

ながってない方に対してもこういったマップ

あれば適切に窓口を案内することができるん

じゃないかなと感じたところではあります。

以上になります。 

 

〇青木委員 

 はい。私たちのグループも具体的に地図を

見るだけで、例えばご自宅からの距離のよう

なものがすごくわかりやすいかなっていうの

とか、相談を聞きながら、あるいは相談をし

ながら、一緒に探したりとか調べることがで

きて、さらにその先にホームページの情報も

つながっているところがすごくいいなという

ふうに感じました。自分が主として対象にす

る方以外についての相談を受けて、こういう

ことを知りたいんだけどということでお問い

合わせいただいた時にも、例えばこれがあれ



6 

 

ば、そのサービスと事業所について、少なか

らず紹介することができるといった時には、

先ほどの谷内委員もおっしゃったとおり、相

談支援専門員あるいは相談に携わる人たちの

スキルの向上につながる可能性があると思い

ます。共通する意見ですけれども、対象がど

んな対象なのか、例えば身体・知的・精神・

児童、誰でも対象としているのか、あるいは

そうではないのかというようなその事業所の

得意とするようなことも、もしかしたら載っ

ていればいいのかなとか、介護保険系の事業

所もあるといいのかなというふうに意見があ

りました。すでに出ていることですけれども、

やはり更新ですね。新しい情報というのは、

やはり情報としては意味があるというふうに

なった時には、誰がどういうふうに更新して

いるのかということ。検討の余地があるので

はないかということと、私たち相談支援事業

所であるとか、相談支援専門員だけがこれを

活用するのではなくて、例えば行政の窓口に

もたくさん相談に行かれる方もいるかなとい

うふうに思った時に、まだどうしてもセルフ

プランの方も実際に多い状況だと思うと、ぜ

ひ行政の窓口の方たち、福祉事務所の方たち

なども、ツールを同じように使って、情報提

供してもらえると良いのかもしれないなとい

うような話がありました。 

 

〇森部会長 

はい、ありがとうございました。グループ

ワークすると、普段になくたくさん活発なご

意見が伺えるなんていうところを感じました。

本当に使い勝手の良いものだって思って、早

くこれが実際に使えたらいいのに。私の個人

的な感想なんですけど、グループホーム開い

たら事業所名が同じ事業所名がうわーっと出

てきて。あれはユニット名にはならないんで

すね。うちの法人全部、あだちの里地域生活

支援センターって２０箇所出てきたんですけ

ど。 

 

〇佐々木事務局員 

作り方かとは思うんですけども。 

 

〇森部会長 

先ほど小杉さんからも、やってみて、エリ

ア別にみたいな感想もあったので作成した方

からもちょっといただいてもいいですか。 

 

〇佐々木事務局員 

はい。先ほどからお話がある居宅の事業所

ですとか訪問介護の事業所、実は足立区には

たくさんあるんだというところ。一部無い地

域がありますけど、比較的散らばっているん

ですね。それから、この２つのサービス事業

を提供しているそのほとんどが同じ事業所と

いうことです。もちろん重度訪問介護だけ単

独でやっているところもないわけではないん

ですけど、だいたい重度訪問と居宅介護は合

わせてやっているところが多いという状況で

しょうか。なかなか地図上だけでは見えない

ですけれども、重度訪問介護は制度としては

あるんですけれども、なかなか受けてくださ

る事業所さんが見つかりません。こんなにた

くさんあるように見えても実際には利用が難

しいという実情があったりもする。さすがに

そこまでは表わし切れませんけれども、オブ

ザーバーで来ている援護の担当者はよくわか

っていると思うんです。足立区では重度訪問

を探すのが結構大変な状況があると思います。

あと入所の施設ですが、足立区には３つしか

ありません。短期入所も前よりは増えている

んですけれども、やはり少ない。地域生活支

援拠点等や地域のことを検討している会議体

はありますけれども、まだまだ足立区は、サ

ービス決定者に比べて、短期入所の事業所が
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これしかないということになると、とても足

りない状況だから、どうして地域を出て短期

入所の利用をせざるを得ない方も多くいらっ

しゃるだろうというところ。そういったよう

な課題も見えたりします。就労支援の関係で

すと、就労移行支援なんかは割と沿線ですね。

東武線沿線に集まっていたりするので、やっ

ぱりその事業の特徴というか、特性でですね、

エリアの方も絞られるところが出てくるのか

なというところも感じました。先ほどのあっ

たらいいなというところの情報に関しては取

れる情報と取れない情報がどうしても出てき

ます。ホームページに関してですが、今回作

成のものは初回でしたので地道に事業所を検

索して該当ホームページに行き、リンクさせ

るという、すごく地道な作業したんですけれ

ども、次回以降はいくらか楽にできると思い

ますが、ただ事業所の種別が非常に多いので、

地道な作業は残ります。今日は触っていただ

いているんですけれども、まだ公開していな

いものですので、相談支援事業所の皆さんや

民生委員の方、普段ご相談に応じていらっし

ゃる方が、ご自宅でも確認したいということ

であれば、一緒に修正作業もお手伝いいただ

くと非常に良いものができると思います。先

ほどの障がい種別だったり、何歳から使える

のかとか、そういう見えない情報のところ、

ホームページに行ってもなかなか取れない情

報というのは、やはり問い合わせていくしか

ないので、その地道な作業を皆さんと協力し

て一緒にやれれば情報の広がりもできるかも

しれません。相当大変な作業にはなるので、

実際やれるかというところはありますけれど

も、まだまだ工夫ができるところがあるなと

いうふうに思いました。それから見出しです

ね。本当なら一枚の地図で全部の障がい種が

見えるともっといいんですけれども。そもそ

もマップの仕様上、区分けできる数が決まっ

ていて、全種別を一つのマップに載せられな

いので分けているという状況があります。こ

れはある意味やむを得ないところであるんで

すが、そうは言っても、もう少しこう見やす

く、見出し見てすぐわかるとかいうのは工夫

としてできることかなというふうに思いまし

た。地域別のというところも、出てきました。

それも住所情報があればできることになりま

すので、工夫次第では変えれるかなというふ

うにちょっと思ったところです。以上です。 

 

○森部会長 

はい、ありがとうございました。まだまだ

改善の余地があるというところで、公開をし

ていただける日を楽しみに待っております。

はい。では、後半ですけれども、もう１つテ

ーマのところで足立区の相談先一覧というの

を前回見ていただいたところなんですけれど

も、その後、事務局の方で改善点についてと

いうことで発信をしていただいて、皆さんか

らアンケートを集めていただいたとところな

んですけれども、その辺は特に大きく改善す

るようなことはなかったんですよね。 

 

○佐々木事務局員 

はい。この点については、前回の部会のと

ころでも検索の仕方を工夫しないとなかなか

使い物にならないですとか、今チャットとか

流行っている中ではそのようなツールのほう

が便利だったりとか、あるいはまとめてはみ

たものの、非常に情報量が多くて、どうやっ

て使ったらよいのかが逆にわからなくなるみ

たいな意見も出ていましたが、その後、特に

具体的な提案はありませんでしたので、足立

区の資源一覧表は修正をしていないのでお配

りもしていない状況なんですが、何かやはり

それに代わるものというのを我々のほうも考

えなければというところで、この資源一覧表
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ではなく、今日は既にもしかしたら皆さんも

お使いかもしれないんですけれども、ＡＩを

活用した検索方法のご紹介をさせていただき

ながら、先ほどのグループで試していただい

て、意見をいただきたいと思いました。基本

的にはこれまでみなさんと作ってきたものの

進化系がこのＡＩだろうと思います。文章や

単語どちらで入力しても大丈夫です。ちょっ

と一度やってみますので画面のほう見ていた

だきたいと思います。 

今日使うのはですね。●●という検索エン

ジンです。これ●●●も入っているというと

ころでは、おそらく前回皆さんがお話された

イメージに近いものがこれでできるかなと思

っています。 

 

～使用方法についての説明～ 

 

だいたいまた、２０分から３０分ぐらい試

していただいて、同じように意見交換してい

ただいて、相談業務にどのように使えるのか、

活用の可能性などについてご検討いただき、

ご意見をいただければと思います。よろしく

お願いします。 

 

○森部会長 

はい、それでは３時半まで触ってみてくだ

さい。お願いいたします。 

 

～グループに分かれて操作体験～ 

 

○森部会長 

はい。そろそろいかがでしょうか。お時間

になりました。 

はい、ありがとうございます。それでは先

ほどと違う方からのお声を聞かせていただき

たいなと思います。 

 

○石井委員 

驚きました。回答が早いというのが一番い

いですね。一般的なことなんでああそうかな

っていうことなんですけど。 

私が経験したり、皆さんが経験したことを

インプットしていったんですけど、まあ広く

一般的なことなので、その先がどうなのって

いうことなんで困ってるんだよね。例えば直

近の件で悪いんですけど、たらい回しになっ

たり時間がかかったりということですね。そ

れはない。ただ、ホームレスが近くにいたん

で困ってるっていうのは、インプットした時

に、最後に警察とかなんか色々出てきました

けど、まあ、「人権に配慮して対応しなけれ

ばいけません」みたいなね。そういう教科書

的なことも出てたり。ああ、そうか。それで

すぐ出るって、人がやるとね、人間って感情

的になるんですけど、機械から文字が機械的

に出るから、あ、そうかなって納得できます

よね。これ、近所同士で言われると、人間だ

から感情的な問題があるんでしょうけど、ま

あ、そういう面でいい、繰り返しになるけれ

どスピードが速いことと、幅広く答えてくれ

る。だけども、まあちょっと実務では今一歩

だと思います。あとは足立区のＰＲというか、

他の区の人が足立区でこういう問題はどこに

相談したらいいのかっていうことが、他の区

の人から見ればいいんじゃないのかっていう

ところでした。 

 

○森部会長 

はい、ありがとうございます。お願いしま

す。 

 

○関口委員 

関口です。回答が早く、一般的な答えが返

ってきます。こちらもたくさんのワードを持

って、ぶつけて、探っていくことになります。
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障がいのことでいくつかやってみましたが

「区の障がい者のしおり」にだいたい載って

ますというふうな表現をされるので、どんど

ん良いしおりにしていかなければならないか

と思いました。 

対面ですと、感情のぶつかり合いもあるか

もしれませんが、「検索」なら落ち着いてで

きるかと思いました。こちらとしては、知り

たいことの引き出しをたくさんもって、「検

索」し、思っていたもの以上の回答を期待し

たいと思いながら、ちょこちょこいじってお

りました。 

 

○森部会長 

はい、ありがとうございます。じゃあ山田

委員お願いします。 

 

○山田委員 

本当に回答が早くて、隙がなく、一般的に

ぱっと出てくるっていうところで、また人に

相談するというよりも、自分だけに、人に話

するのとはまた違って、打てるというところ

がまた良さかなと思ったりしていて、それが

いいのかなと思いましたね。あとはさっき出

てこなかったというところが、ああそういう

こともあるのかっていうところがあって。ま

あ「I’ｍ sorry」とか出てきた後になんかや

っぱり先ほどの話もそうなんですけど、次に

つながるような、ここだったら相談に乗って

くれるかもとかってあったらもっとよかった

のかなって思いました。 

 

○森部会長 

はい、ありがとうございました。ＡＩはま

だまだこれからですね。きっと成長してくれ

るはずの部門ですし、今、完璧っていうこと

もないでしょうけれど、使ってみて、ああこ

ういう活用方法があるんだなってちょっと実

感していただけたんじゃないかって思います。

はい。ありがとうございました。 

本日の議案この２つだったんですけれども、

まだ今日発言いただけてない方もいらっしゃ

いますので、全体を通して、両方のパソコン

使っていただいたのと、あとはグループワー

クっていうことも今回初めて部会の中でやら

せていただきましたので、その辺の感想も含

めて、皆さんから一言ずついただけたらと思

います。 

 

○末永オブザーバ 

はい。障がい福祉課の末永と申します。い

ろいろ今日はグループワークを通じて、実際

に手にとって、これだけやっぱり私たちも普

段区内どこにどういった事業所があるんです

かとかって直に聞かれる立場なんですけれど

も、こういう場所にこんなのもあったんだと

か、ここは重度訪問やってるんだとかってい

うところの部分は、やっぱりこれは手に取る

ようにしてわかるっていうところがすごく

我々もメリットの大きいものだなと思う反面、

先ほどいろいろとやっぱり出てきた中で、障

がいをお持ちの方が相談に来るってことなん

で、そこはやっぱりより障がいの方々、知的

障がいの方とか、３障がいに特化していると

ころの事業所なんかとかっていうところの部

分なんかを、もう少しリアルに分かったらい

いかなっていうふうなところに、そういった

ものもちょっと見えてきたところもあって。

でもやっぱりこれは現場の立場からしても、

導入してほしいツールの 1つだなというとこ

ろで体験できましたし、あとはＡＩの件につ

いても、いろいろと障がいに関わること、知

的障がいのグループホーム何か所ありますか

とかいう形でやったんですけども、具体的な

グループホーム２カ所くらい出してあとはこ

っちに来てくださいっていってやっぱり我々
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障がい福祉課のほうに案内する形になったん

で、自分たちのスキルアップもちょっと必要

になってくるのかなと思いつつ、こういった

ＡＩのほうが、そういった区民の方々の初歩

的なところの質問にまずは文明の立場で活躍

できるっていうところの部分の、そういった

可能性もあの感じたのかなっていうふうにち

ょっと思ったんで、今後こういったものを導

入して行くのも一つの、相談の分野としては

考えなきゃいけないのかなっていうふうなと

ころ、いろいろ考えながら、取り組ませてい

ただいたと思ったんで、有意義な時間になり

ました。ありがとうございます。 

 

○山本委員 

障がい福祉センター所長、山本です。いろ

いろ電子機器を使って、パソコンですね、使

って技術的にも飛躍してきてる、先ほど回答

が早いっていうのもありますけど、それも電

子機器だから出来る事だと思うんですけども。

区役所側が良くパソコンで何々とか、今オン

ライン会議なんかも増えてきていますので、

それを使って何々もできますとやると、だい

たい使えない特に高齢者の方、障がい者の方

はどうなんだっていうお話を頂きますので、

まあそれは申し訳ないなと思いますけど、一

般的に言って普及は進んできていると思いま

す。皆さんがまだ全員っていうわけではない

んですけれども。こういった技術を使って、

今日はパソコンでしたけども、スマホでは小

さすぎるということでは、その間にはタブレ

ット端末もあって、巡回とかする時にタブレ

ット端末を持って行かれる方もいらっしゃる

と思いますけれども、機器のほうも状況に合

わせて、使いやすく、また持ち歩きやすく、

そういったものが進んでいくのかなというふ

うに思いながら、参加させていただきました。

どうもありがとうございました。 

○小杉委員 

成仁病院の小杉です。今日パソコンを使っ

たグループワーク中心で、非常に使える部分

と難しい部分と両方発見があったと思うんで

すけれども、あくまでもデジタル関係のもの

はツールなわけでして、使うのは結局私たち

人間なので、上手く使いこなせることによっ

て、有効に使えるかどうかみたいなことがポ

イントになってくるのかなというふうに思い

ます。こういうパソコン苦手な高齢者の方も

もちろん多いでしょうし、逆にパソコンの方

が得意な若い方なんかも多いかと思いますの

で、いろんな選択肢を持てるってことがすご

く大事なのかなというふうに思っていますの

で、私もいじったりいじらなかったりなので、

いろんな新しい技術に追いつかなきゃいけな

いというのはつくづく感じる部分ではありま

すので、こういう情報を自分自身に付与して

いくっていうこともスキルアップとしては求

められていると思いますので、その辺を意識

してやっていきたいなというふうには思いま

した。はい以上です。 

 

○山田委員 

今日はありがとうございました。私も本当

にもっともっとついて行かなきゃいけないな

と改めて思いました。いっぱいすごい資源が

あって、本当にこれが活用できたらすばらし

いなと思います。ただ、情報だけにとどまら

ないで、これからこれがどういうふうに必要

としている人たちに伝わって、その人たちが

行動に至るまで繋ぐというか、そこがまた人

になってくると思いますので、その辺がまた

これからなのかなと思ったところです。また

知的障がいの方たち、ご本人さんたちが今ス

マホを持たれている方もとても多いので、も

う少し関係したところ、将来の悩みごとで進

んでいくとこういう窓口があってみたいにつ
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ながっていくといいのかななんて少し期待も

膨らみました。ありがとうございました。 

 

○谷内委員 

 私も今日２つのことを、社会資源の情報に

つながるツールっていうところを２つ体験し

てみて、すごく有効に感じるところとまだま

だ難しいなというところを感じていて、ただ

じゃあ今使える状態のものをどう活かしてい

くかっていうふうに相談支援専門員としての

立場で考えた時に、今まで電気を使っていな

かった頃、今回のマップであったり、そうい

ったものを、一緒に探してみて提示をして提

案していって一緒に考えていっていけるとい

うことはすごく有効に使えるんだなとイメー

ジしながら思ったんですけれども、ただそれ

はやっぱりただ情報提示するにとどまってい

て、結局その後につなげるのは、アクション

を起こすのは結局自分自身だったりと思うん

ですけど、ご家族だったり。その働きかけは

結局人に動くしかないのかなと考えると、情

報につながることはもちろん今まで課題が挙

がってたんですけども、まあそれが整ってよ

うやく土台が整う、基礎がようやく整ってく

るというところにすぎなくて、じゃあそれを

どう本当に繋げていくか活用していくかって

いうところは結局人の質を高めていくという

か、育たなければ、結局宝の持ち腐れなんだ

なとも思うんですね。有効なものがあるから

こそ、それをじゃあどう使っていけるのかっ

ていうところは、試していきながらじゃない

と多分そこはまだまだ分からない部分もある

のかなと思うんですけど。なのでそうですね。

こういったものが生まれつつあると思いつつ

も、ただ今ある現状のものではじゃあ自分た

ちは何ができるか、今一度何がさらにできる

のかって言うところも、もう一度掘り下げて

振り返っていくことも大事かなとは思ったと

ころではあります。はい、ありがとうござい

ました。 

 

○関口委員 

関口です。私はどっちかって言ったら相談

窓口に行くほうが多いんです。福祉の窓口の

担当に「初めてです。よろしくお願いします」

「福祉の担当初めてで」みたいなふうに言わ

れると、あちらはそう言ってるんですけど、

こちらとしてはもうプロなんですからねって

いうふうに思うことがあって、ちょっと意地

悪なんですけど。でも、あのパソコンでこう

パーッといろいろ調べてたりすることは、経

験差はなく、ツールとして、模範回答が得ら

れるってことでははなまるだと思います。で、

それで納得される方はきっとそれでいいと思

うんです。だけど対面してやっぱり個々人の

事情を汲み取ってがプロの相談かなというふ

うに思っているのでそこに収まらずにってい

うところかなと思います。さきほど、障がい

者のしおりが神だねって言ったんですけども、

それを熱く深く突き詰めていいしおりを作る

のも必要なんですが、やっぱり対面の相談に

最終的にはなってくると思います。私は子ど

もが障がいがあるということで相談支援事業

所のプランと役所の支援と上手く擦り合わせ

てもらうのも、そういうケアプランを立てる

時の親の希望とか本人に必要なこととか、そ

ういうのが盛り込まれて本当の個人のプラン

が出来上がっていくので、そのへんはやっぱ

り血が通ってなくちゃだめかなって思いまし

た。以上です。 

 

○中出委員 

あいのわ相談センターの中出です。まず資

源マップの報告に関しては、やっぱり困って

るとか今すぐ探したいという方が主にはなる

と思うんですけど、ただ中には今すぐじゃな
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くても確認しておきたいんだとか知っておき

たいとか、そういう方もいらっしゃると思う

んですね。そういった方たちが探すっていっ

たところでも有効的に活用できるんじゃない

かなっていうふうに個人的には思ったのと、

何かあった時のためっていうので、私たちも

このツールだけに頼るんじゃなくて、プラス

アルファいつもやってる電話だとかつながり

だとかっていうところと合わせて確認してい

くっていうところでより活用できるんじゃな

いかなっていうふうに思いました。ＡＩのほ

うはですね、皆さんが出た通りやっぱり回答

が早いっていうのが一番の利点かなというふ

うに感じます。必ずしもその納得できる回答

じゃないとか求めてる内容じゃないにせよ、

回答が速いっていうのは一つ、ご相談する側

からするといつまでも待たされてイライラし

たりっていうところも大きく関わってくるん

じゃないかなと思っていて。私たちが解決で

きない場合にどこかに確認する、じゃ確認し

ている間待たせてしまう。その間、じゃあＡ

Ｉでちょっと探してみようとかなんかヒント

があるかもとか、両方で探して行くというと

ころで、そういったところにも活用できるん

じゃないかなというふうに感じたところです。

ありがとうございました。 

 

○青木委員 

はい、あけぼのの青木です。マップについ

ては可視化されているというところの良さを

改めて大画面でもパソコンでも見ることがで

きてよかったなというふうに思っています。

今やはり、相談支援専門員がなかなか増えな

いという状況がある中で、足立の中で実務経

験を積んで、足立の事業所で相談支援専門員

になる方ばかりではなくて、他区から足立区

に働きにくるとか、そういう方もきっとこれ

から増えていって、事業所がもっともっと増

えて計画相談支援という支援の一形態がもっ

と充実していくっていうことを考えた時に、

このような可視化されたツールがやはりある

ということで、例えばもう私なんかは住所を

聞けばだいたいあの辺ねって、なんとなく景

色が目に浮かぶような状況ですけれども、本

当にこう地域のことを知らない方でも、こう

見ながら事業所とつながりを作ったりである

とか、ネットワークを構築するっていうこと

が少ししやすくなるヒントになるんじゃない

かなというふうに思いました。あと、相談支

援専門員の立場として、一人のそのケアマネ

ジメントするというだけでなくて、地域づく

りに関与していくっていうことを考えた時に、

やはりさっきのマップで密なところと事業所

がなさそうなところと、そのエリアの違いが

あるかなというふうに思った時に、私たち相

談支援専門員がそこに事業所を作れるわけで

はないんだけれども、そのエリアに住んでい

る方たちにどうサービスをつないでいくかで

あるとか、あるいは参入していただくために、

例えばどんな働きをするといいのかみたいな

ことに、例えば提言をするみたいなことで、

何らかの形でより充実したふうにしていける

ような、そんな可視化されたツールでもある

のかなというふうに思いました。ＡＩは入力

する能力が必要なんだろうなあっていうふう

に思いました。ＡＩリテラシーというか、Ａ

Ｉに答えてほしい、答えて欲しいものを答え

てもらいやすくするための質問ができないと

いけないんだなっていうのを改めて確認しま

した。あとグループワークは石井委員を交え

てさせていただいて、改めてこう小さなグル

ープでお話しすることによって、石井委員の

人柄とか、実際にされている活動なんかを教

えていただくこともできた非常に有意義な時

間でした。ありがとうございます。以上です。 
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○石井委員 

民生委員の石井です。ここまでこういう議

題っていうかね、よく進化して、かなり完成

度が高いんじゃないかと個人的に思っていま

す。あんまり高くやっても専門書作ってるよ

うなもんで、ええとちょっとという感じがし

ております。でも素晴らしいことだと思って

ますよ。で、最初に作ったライフステージの

あのＡ３の表は、さっそく民生係の私のほう

の年末の勉強会に使わせていただこうかなと

思ってます。活用できる、しようと思ってま

す。今回のあれは本当にこれ活用できるのか

なって・・・いいものですよ。それからもう

一つ、民生委員の立場で少し発言したいんで

すけど、６月に神戸で不幸な事件が起きまし

たね。６歳の男の子が親族から虐待を受けて

殺されたと。神戸市ばかり責めるわけじゃな

いんですけど、あれには、親族が愛の手帳を

持ってたのが複数いて、誰も働いてない、お

婆さんも含めて。でそういうことは、足立区

で考えれば、福祉が絡んでるし、衛生部も関

わってるかもしれない。あと子ども、児童相

談所も絡んでますよね。で、複数の箇所が絡

んでいるのに、何故もうちょっと横の連絡で、

あとまあ、住民の人がどう考えるかわかりま

せんけど、まあ、不幸な事件が起きた。そう

いうことはもう二度と起こしちゃいけないし。

どうしてその行政のところ、悪口じゃないん

ですけど、どうして横の連絡はもうちょっと

できないのか。民間の会社だと、問題が起き

れば誰かが音頭を取って担当者を含めて、こ

の問題は誰がどういうふうにしたのが一番効

果的なのか、最悪の事態を防げるのか、こう

いうふうに考えるんですけど。まあ、それぞ

れ児童相談所が頑張ったみたいなんですけど、

ああいう事件が起きてしまう。いうことで、

私の個人的な考え方の原点ていうのはやっぱ

り最悪の事態というかをどう防いで行ったら

いいのか。まあ、それがいつもそんな問題が

起きるわけじゃないんですが、もう少し足立

区でも、所長が申されたように、新しいいろ

んなそういう大きな施設ができるんだから、

そこにもやっぱり新しい組織を作っていくの

に、私たちの支援グループのワーキングがな

んかそういう提言をしてもいいんじゃないか

なっていうような気もしてるんです。以上で

す。 

 

○森委員長 

はい、ありがとうございました。今日２つ

の的に絞らせていただいて、パソコン使って

いただきましたけれども、やっぱりそこから

見えてくるものって、パソコンがどんなに発

達しても、それだけですべて解決されている

わけではない。皆さんからも出てきた、それ

に合わせて人の相談員であったりとか、支え

る人の質の向上っていうのがあって、必要だ

ということ。それから最後にあの石井からち

ょっとお話ありましたけれども、本当に人の

つながりっていうのは、情報共有をしてつな

がっていくっていうのは絶対に必要で、どん

なにツールが発達しても、それだけで障がい

の課題だったりとか、それ以外の地域で暮ら

す方たちの課題っていうのは無くならないん

だなっていうのも改めて気づかされたなとい

うふうに思います。ただ、言ってもやっぱり

一から百まで一人の力で頑張って調べるなん

てできないので、やっぱりあるものは上手に

使っていくっていう知恵も私たちには必要な

んだなっていうふうに思いますので、今日は

その１つの機会として感じていただければい

いかなと思っております。で、相談支援に関

しては、地域の課題をいかに拾い出して、そ

こに対してどういうふうに解決に向けて働き

かけていくかっていうことが一番の課題には

なりますので、また今後も、石井委員だけで
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はなくて、そういう感じる課題っていうのを

提案していただけるといいかなと思います。

すみません、まとめをする十分が無くなって

しまいましたが、事務局にお返ししてもよろ

しいでしょうか。 

 

○佐々木事務局員 

今日はありがとうございました。新しい形

で試してみたところでありますが、多くの意

見をいただきましたので、これまで活動して

きたことというのが総体としては確認ができ

たというふうに思いました。地域の資源とい

うところで見た時に、地図で示したようにそ

ういう散らばり方をしているというのは、皆

さんの方でもお分かりいただけたところで、

こういったような情報の引き出しを持つとい

うところが、我々相談員の１つの大事なとこ

ろなのかなというところは確認ができたと思

っています。それから今回の相談支援部会の

テーマである足立区の地域課題の現状が見え

てきたところですが、次回の１２月１３日木

曜日に、まとめの会として実施します。今年

度の最終になりますので、意見交換をして相

談支援部会の成果を報告できる内容にまとま

ると良いと思っておりますので、ぜひご参加

ください以上を持ちまして、第２回相談支援

部会を終了いたします。本日はどうもありが

とうございました。 

                  以上 


